
じどうふくき

ている。議'1111也屯圧すなわち W，コイル回路のm圧が， 帯施池 ニ オソメルト式を例にとればその主要部はっき.のようになって

定 l脊 flILEの 90% くらいに低 F したならば， 接点 CL を閉じて消 いる(次ベージ凶市l参照)。

灯時には充711を開始する 。菩'111 1也'i'1î圧はその Æl帯電圧の 11 7 % 1 自動溶接lfJi

くらいになったならば， 接点 CL を IJfJ ~、て充電を停止する。 ま 溶接ロッドを自動的に繰出す部分である。ロッド送りロ ー ラ

た夜間illl~f斡ftU也電圧が低下しても W，コ イルは消磁されてい は， 自由J制御装ti1によって制御される可変速度'fl1 illJJ般により ，

るため:1EfIlを行うことができない。(沢野周一) 溶接TE圧が絶えず一定となるよう繰出速度を自動的に制整する。

じどうせんじようき 自動洗じ よう機 (英) car.washing この部はまたピード中心を溶接線に合わせるための，水平およ

machine (独) Wagenwaschmaschinc 答llï ・ fttIlï ・ 気動車等 び垂直微動装i世をf1Iせそなえてい る 。

の大事~除を施行するとき外部を洗じようするが，洗じよう台を 2 自動溶媛ili1 とロッドリ ー ル支持後備

作って入力で洗うかわり rー.".'r ~担 I 上記の自動溶接頭とロ γ ドリ ー ノレを ， 水平腕およびプラ ケッ
に JII いる機械裟世。 ， 量 ~ .間 l トによりfÌÍ]後娠分けにささえる 館側で， 走行台車に来っ ていて，

Jlï両は停止していて， I.n_ : .圃 l 必要な溶接速度て淀ることができる。

機械が lで|走移動する J の ，，~I . ~_ ，."，.置11::. 1 3 自動制御紡
と ， 酬は匹1問1:車 F穂?と 割園腿 自動溶接頭のロバ送給腕動機の悶転速度を， 自動的に H司
岡崎速で移動するもの 圃眠~，，~ ~司軍配 御するサイラトロンその他の電気rf~，tJ\内放されて L 、る。
とがあるが， 国鉄では後監雪霊!~二~-，"-， 区予ミヨ置SS却 4 遠方操作m

者を{史 j日 している。 自 !M 説:じよう殴

l当日引ry i!t じ よう機

1"1転ブラシねによる熔僚を日IHJ して ， 2, 3 回往復して洗じよ う

するが， これはあま

り能率がよくないの

で， 最近のH:!i式は洗

じよう諸~il皮l噴射と水

洗， 中京1液噴射，水

洗と適当な IHI隔を泣

いて配位し， 車両は

1 巨l通過すれば洗じ

ょうを完了する。 自動洗じよう俄

千葉気動車区の使j刊状況は，洗じよう液としては普通車両洗

じように}Ij~、る新興洗剤lを 3 倍に稀称して約 31/雨 ， 中手11 被は

ill \~iの 0. 1 % 液を ， 4-5 km/h て・移動する Ili両に噴射して後， 天

候により 3-5 分経過して ， 7-8 km/h の速度で水洗を行う。

洗じよう薬液はこのほかに，イオン樹脂系統の薬品を含むも

のも刻'J*があるようで，現在試験中である。(西田正之)

じどうてんこようせっき 自動電弧溶接機 m弧を利用して

行う浴後操作を， ま っ たく自動的に行う後械om弧を外気から

i盗品~(しぞへL、)する方式によって 3 極に大別される。商品名で

ユニオンメノレトと呼ばれるものは， 級車高状に巻かれた溶接ロッ

ドの先端に ， 粉末状の溶剤lを供給してm弧を遮蔽するようにな

っている。 ヒ ュ ー ズア ー クと称されるものでは，供給されるロ

ッドに溶剤が塗付されている。

シ グマ法 ・ ヘ リ ア ーク 法と称されるものでは，アノレプ γ ・ ヘ

リウム 4fsの化学的に不活発て'絶対に化学:変化をおこさない単原

子ガスで溶接部を取囲んで， 空気を排除し， 酸化等による溶着

金属の劣化を防ぐように作られている。

これらに用いられている自動総併は， 大同小~であって， ユ

この部分は溶接E頂上にl反付けられてお り ， Wl圧計 ' 111流計等

の計総が取付けられ ';五圧調整用の可;a:低抗日日により所望の)11

流?低圧に調整できるようになっている。 (111本線)

じどう ドレンベん 自動ドレン弁 (空気ブレーキの) 空気

プレーキ装位弁類の括霊能障害の原因となるドレ:/(汚水)が装i白

内に滞留することを防止するため， これを自動的に早期排除す

る弁。空気圧給織から繰出される圧力空気には， 大気中の水分

や噴板状l間百'tìlhがあり ' .冷却管および元空気だめの中で冷却 ・

凝固しドレ γ となり ， 主 として第一元空気だめ中に滞留する。

空気だめの下部にあるド νγ コックを取扱って，任意にドレン

を抜くことができるが， と く に湿度の高い季節にはしばしばド

レ γ抜きを行わないと，多量に官官官i し空気の流動とともに弁l'Ji

に凝固したil]l，水分を送り込み弁 の1'1'斤l を得する。長l illJJ ドレ γ

弁は空気プレーキ裟f位内のドレゾの滞留を段少量に止めるよう ，

元空気だめに設け~l騒がjにドレ γ排除を行うものである。

自動ドレ γ弁ーには磁々の形式があり ， その作用は元空気だめ

自身の圧力変動， と くに設けた浮子の浮力， 他の空気機総の送

気管庄の間欠(fJ変動を利用したもの， あるいは電磁弁を使用し

て積E量的に作用させるものなどがある。(高桑五六)

じどうふくきき 自動復帰器 非自動区IMlの腕木式侭号僚は

何ら列車または耶両と関係づけられていないので，故者が信号

てこを反位にして列車を受けたのち， これの復位すなわち停止

信号現示にすることを失念した場合には， 先~~f"列車が到着線に

あるのにかかわらず， 後続列車がこの線に進入することを許す

ことになる。これを防止するために信号機の防護する区間に列

車が進入したならば， 軌道と列車を関係づけ， 腕木式信号般を

自動的に停止信号現示にかえるために用いる裟位を自動復帰依

OJI]名信号復帰総)という。 自動復帰総

非自動区間の l 
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